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   滝沢市個人情報の保護に関する法律施行条例  

 （趣旨）  

第１条 この条例は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号。行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２

７号）第３０条第１項又は第３１条第１項の規定により一部の規定が適用されず、又は

読み替えて適用される場合を含む。以下「法」という。）の施行に関し必要な事項を定

めるものとする。  

 （定義）  

第２条 この条例において「実施機関」とは、市長（上下水道事業管理者の権限を行う市

長を含む。）、教育委員会、監査委員、農業委員会、選挙管理委員会及び固定資産評価

審査委員会をいう。  

２ 前項に規定するもののほか、この条例で使用する用語は、法及び個人情報の保護に関

する法律施行令（平成１５年政令第５０７号）で使用する用語の例による。  

 （開示請求の手続）  

第３条 開示請求書には、法第７７条第１項各号に掲げる事項のほか、規則で定める事項

を記載するものとする。 

 （開示決定等の期限に関する特例）  

第４条 実施機関が開示決定等をする場合における法第８３条第１項及び第８４条の規定

の適用については、同項中「３０日以内」とあるのは「１５日以内（特定個人情報にあ

っては３０日以内）」とし、同条中「６０日以内」とあるのは「４５日以内（特定個人

情報にあっては６０日以内）」と、「同条第１項」とあるのは「滝沢市個人情報の保護

に関する法律施行条例（令和５年滝沢市条例第 号）第４条の規定により読み替えて適

用される前条第１項」とする。  

 （開示請求に係る手数料等）  

第５条 法第８９条第２項の規定により納めなければならない手数料の額は、無料とする

。 

２ 法第８７条第１項の規定により、文書又は図面の写しの交付を受ける者は、当該写し

の交付に係る実費の範囲内で規則で定める額の当該写しの交付に要する費用を負担しな

ければならない。  

３ 法第８７条第１項の規定により、電磁的記録の開示を受ける者は、当該開示に係る実

費の範囲内で規則で定める額の当該開示に要する費用を負担しなければならない。  

 （訂正請求の手続）  

第６条 訂正請求書には、法第９１条第１項各号に掲げる事項のほか、規則で定める事項

を記載するものとする。 

 （利用停止請求の手続）  

第７条 利用停止請求書には、法第９９条第１項各号に掲げる事項のほか、規則で定める

事項を記載するものとする。  

 （審査会への諮問）  

第８条 実施機関は、法第１０５条第３項において準用する同条第１項の規定による諮問

は、滝沢市情報公開・個人情報保護審査会条例（令和５年滝沢市条例第  号）第２条に
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規定する滝沢市情報公開・個人情報保護審査会（以下「審査会」という。）にしなけれ

ばならない。  

２ 前項の規定による諮問は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第９条第３項

において読み替えて適用する同法第２９条第２項の弁明書の写し（同法第９条第３項に

おいて読み替えて適用する同法第３０条第１項の反論書又は同法第９条第３項において

読み替えて適用する同法第３０条第２項の意見書の提出があった場合にあっては、当該

弁明書の写し及び当該反論書又は当該意見書の写し）を添えてしなければならない。  

３ 第１項の規定により諮問をした実施機関は、当該諮問に対する答申を受けたときは、

その答申を尊重して、速やかに当該審査請求についての裁決をしなければならない。  

４ 実施機関は、市の個人情報保護制度の運営に関する重要事項及びその改善に関する事

項について、個人情報の適正な取扱いを確保するため専門的な知見に基づく意見を聴く

ことが特に必要であると認めるときは、審査会に諮問することができる。  

 （実施状況の報告及び公表）  

第９条 市長は、毎年度、実施機関におけるこの条例の施行の状況を審査会に報告すると

ともに、市民に公表するものとする。  

 （委任）  

第１０条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定

める。 

   附 則 

 （施行期日）  

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。  

 （滝沢市個人情報保護条例の廃止）  

２ 滝沢市個人情報保護条例（平成９年滝沢村条例第９号）は、廃止する。  

 （経過措置）  

３ この条例の施行の日前に前項の規定による廃止前の滝沢市個人情報保護条例（以下「

旧条例」という。）第１４条第２項に規定する開示の請求、第１５条第２項に規定する

訂正の請求、第１６条第２項に規定する削除の請求若しくは第１７条第２項に規定する

中止の請求又は第１７条の２第２項に規定する利用停止（これらに係る旧条例第２３条

に規定する費用負担を含む。）については、なお従前の例による。  

４ この条例の施行前に旧条例第２５条第１項に基づき同項に規定する滝沢市行政情報公

開・個人情報保護不服審査会（以下「旧審査会」という。）にされた諮問で、この条例

の施行の際現に当該諮問に対する答申がされていないものは審査会にされた諮問とみな

し、当該諮問について旧審査会がした調査審議の手続は審査会がした調査審議の手続と

みなす。  

５ この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。  

 （滝沢市交通広場に関する条例の一部改正）  

６ 滝沢市交通広場に関する条例（平成１５年滝沢村条例第２８号）の一部を次のように

改正する。  

  第３３条各号列記以外の部分を次のように改める。  

 第３３条 市長は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）第６１条
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第１項の規定にのっとり、次の各号に掲げる業務を遂行するため、当該各号に定める

個人情報（同法第２条第１項に規定する個人情報をいう。）を、必要な限度において

、保有することができる。  

 第３３条第１号及び第２号中「ため」を「業務」に改める。  

 （滝沢市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正）  

７ 滝沢市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１６年滝沢村条例

第１号）の一部を次のように改正する。  

  第７条第２項第７号中「個人情報」の次に「（個人情報の保護に関する法律（平成１

５年法律第５７号）第２条第１項に規定する個人情報をいう。第１１条において同じ。

）」を加える。  

  第１１条第１項を次のように改める。  

 第１１条 指定管理者は、公の施設を管理するに当たって知り得た個人情報（以下この

条において「保有個人情報」という。）を取り扱う場合においては、個人情報の保護

に関する法律第６６条第２項の規定により準用する同条第１項の規定により指定管理

者が講ずる安全管理措置を確実に実施するとともに、保有個人情報の適切な管理のた

め、第７条第１項に規定する協定に基づき必要な措置を講じなければならない。  

 （滝沢市未使用地及びその周辺の環境保全に関する条例の一部改正）  

８ 滝沢市未使用地及びその周辺の環境保全に関する条例（平成２１年滝沢村条例第３号

）の一部を次のように改正する。  

  第６条第２項中「滝沢市個人情報保護条例（平成９年滝沢村条例第９号）第２条第１

号」を「個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）第２条第１項」に改

める。 


